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大王山高尾山薬王院修験課長

戸　田　令　定　様

 　

峰に入る抖藪 (とそう ) 修行

高尾山薬王院修験課長   　
戸　田　令　定　

　師から弟子へ、脈々と繋がる仏教の教えを法流といい
ます。真言宗の法流は大きく二つに分けられ、その一つ
の法流の源は、聖寶 ( しょうぼう )・理源大師であります。
醍醐寺の開山で有名な聖寶さまは、平安時代初期 (832
～ 909) に活躍された僧侶で、南都の諸大寺で三論 ( さ
んろん )・法相 ( ほっそう )・華厳 ( けごん ) を学び、東
大寺の真雅 ( しんが )・金剛峯寺の真然 ( しんぜん )・東
寺の源仁 ( げんにん ) から密教を受けた真言密教の継承
者です。当時の真言宗の最高位である東寺長者となった
寛平六年 (894) に朝廷より僧正位を賜り、東大寺別当の
重責にも就かれました。
　朝廷からの庇護を受け、当時の最高位の僧侶であった
聖寶さまは、南都諸大寺で学問を修めただけでなく、役
行者 ( えんのぎょうじゃ ) に心酔し、深い山々に身を投
じ、樹の下や洞窟で寝起き、衣食住や名誉などへの執着
の虚しさを知り、心を清める修行「頭陀 ( ずだ ) 行」を

重ねられた、実践修行の人でもありました。
　中国から密教を伝えた空海さま、天台の教えを伝えた
最澄さまもまた、頭陀行を実践されていました。頭陀と
は「ふりはらう」を意味するサンスクリット語の音写語
で、「抖藪 ( とそう )」は漢訳語です。
　峰に入り抖藪修行を重ねる聖寶さまは、役行者以降途
絶えていた大峯山 ( おおみねさん ) の入峯 ( にゅうぶ )
修行を再興され、修験道中興の祖と謂われております。
　そして、役行者の教えの道に仏教思想と密教的見解を
持って抖藪修行を体系化されました。
　平成 16年にユネスコ世界文化遺産に登録された大峯
奥駈道は、まさに役行者・聖寶さまの抖藪修行の霊蹟で
す。今もなお、多くの修行者が全国から集まり、この霊
蹟を修行の場としています。
　奈良・吉野から熊野まで続く、この道には７５からな
る修行の場所があり、靡 ( なびき ) といわれています。
修行者は勤行を重ねながら、抖藪修行を続ける場所の一
つに「小笹の宿」という靡があります。聖寶さまからの
流れをくむ「当山派修験道」の根本道場です。
　鎌倉時代後期、畿内の５カ国を中心とした寺院に属す
る修験者の集団が、小笹の宿にそれぞれ坊を構え当山正
三十六大先達として、全国から集まる当山派修験者を教
導していました。教導を受けた当山派修験者の多くは、
各々の故郷の山に修験道の御本尊「蔵王大権現 ( ざおう
だいごんげん )」を勧請し、それぞれの国の ｢国御嶽 ( く
にみたけ )｣ として抖藪修行の道場としました。全国各
地の山々に今もその名称が数多く残されています。
　また、修行の教導をもとに古くから信仰されていた霊
山に入り、修行の道場として登拝を重ね、それぞれの霊
山独自の形に変わって行きました、木曽御嶽山や富士山
などがその代表といえます。
　往年の修験者が当山正三十六大先達の教導によって、
抖藪修行の道場を見出していったと同じように、今、我々
も現在の抖藪修行の道場をいにしえの伝承に照らしなが

＜出席報告＞

 卓話

本日の卓話者ご紹介

本　日11月10日 会員数  57名 対象者  51名 出席者  41(35)名 出席率    68.63％
前々回10月20日 会員数  57名 対象者  51名 出席者  39(34)名 出席率  66.67％ MUP  2名 計  36名 修正率  70.59％



らその道をゆき、後世に伝えてゆきたいと思っておりま
す。
　今に伝わる修験道の教えを当山正三十六大先達の教導
として。

昭和 43 年生まれ

明治大学付属中野高等学校卒業後、

真言宗智山派　総本山智積院（そうほんざん　ちしゃく

いん）の智山専修学院 (全寮制の僧侶養成学校 )で一年

間修行。

その後、大正大学にて真言学を学ぶ。

大学卒業後、大本山高尾山薬王院に入山

高尾山から富士山まで徒歩にて修行する、富士登拝徒歩

練行は事務局として立ち上げから携わり、本年 5度目と

なった。

その他、霊山登拝の経歴は、大峯奥駈修行、

京都醍醐寺より高尾山までの 500KM 徒歩練行、

奥秩父縦走修行、甲斐金峰山、日光登拝修行など

役職　修験課長

＜委員会報告＞

●社会奉仕委員長　鳥山優子会員

　10/25（火）開催の「よい音楽に親しむ会」は無事終
了致しました。皆様ご協力いただきまして有難うござ
い ます。

＜会長報告＞
◎神奈川中央交通　元取締役会長　青山　茂氏が10月19
日（水）逝去されました。

　享年90歳。　喪主　青山冬樹氏（長男）
　故人への生花、香典は拝辞されています。弔電は、同社
　総務部総務課
　後日「お別れの会」を実施する予定。

＜幹事報告＞
◎第44回平塚市児童生徒創意くふう展
　10/18（火）開催されました審査会にて受賞作品がきま
りました。

　『平塚ロータリークラブ賞』　小学校の部　
  「Swim ハンガー」　祟善小５年　久保田　輝君。
　また、上記の作品を含む入賞作品は、11/11（金）～13
（月）まで神奈川中小企業センターで開催の第70回神奈
川青少年創意くふう展に出展されます。

◎地区より『2014-15年度　ガバナー・ノミニー候補者』
提案に関する告知

　ＲＩ細則第13条の規定に基づき、標記候補者をクラブ

内より提案する場合は下記のとおりです。
　受付日時：12/13（火）　12：00まで
　場　　所：ガバナー事務所気付　地区指名委員会宛
　　　　　　（郵送または持参）
◎未来の夢計画　地区方針説明会
　日　時：11/9（水）　14：30～16：30
　場　所：藤沢産業センター
　　＊牧野國雄副会長、杉山幹生Ｒ財団委員長が出席しま

した。
◎平塚地区高等学校定時制教育振興会より会費納入のお願
い（1口￥3,000）
◎薬物乱用防止推進地域連絡会の開催
　日　時：12/7（水）　14：00～16：00
　場　所：県平塚保健福祉事務所３Ｆ
◎地区大会選挙人会賛否投票結果
　2013年ＲＩ規定審議会提出立法案は10/15地区大会に
て選挙人会を開催し、提出された5案を賛否投票いたし
ました。結果は回覧しています。
◎地区よりアンケートの依頼
　①社会奉仕活動等についてのアンケート　　　
　　　対象：社会奉仕委員会
　②「新会員の集い」にむけてのアンケート　　　
　　　対象：クラブアンケート（会長、幹事、Ｒ情報委員長）
　　　新会員アンケート（2011年1月1日以降入会会員）

＜メークアップ＞　　　　　２名
　　　　　　　　　　　　　柏手・水越会員

＜ゲスト＞　
　　大王山高尾山薬王院　法務部
　　     修験課長　戸田令

れい

定
じょう

様
　松尾けい子様（西村会員妹さん/戸田様紹介者）、
　加藤　公子様（西村会員ご友人）

＜本日のスマイル＞　　　　17名

＜卓話・行事予定＞
１１月２４日（木）  佐藤かおり様　バレリーナ・講師
１２月　１日（木）　上期情報集会
　　　　８日（木）　クラブ年次総会
　　　１５日（木）　クリスマス家族会
　　　　　　　　　　　会場　ホテルサンライフガーデン
　　　　　　　　　　　例会　17：30～18：00　
　　　　　　　　　　　Xmas会　18：00～20：00

＜市内例会変更＞　　　　　現在ございません。

＜卓話・行事予定＞

＜本日のスマイル＞

＜市内例会変更＞

＜メークアップ＞

＜ゲ  　ス　  ト＞
＜会長報告＞

戸田令定   様  プロフィール

＜幹事報告＞

＜委員会報告＞

クラブ会報委員会　　 ◎小 野　　学　 　福 山　　駿　 　宅 野　順 彦　 　金 谷　浩 史


